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　１．事業活動の概要

■事業者名及び代表者

有限会社　二木工業 代表取締役　二木正之

■所在地

　　本社工場　 〒399-8303 長野県安曇野市穂高 ４５５７

　　第二工場 〒399-8302 長野県安曇野市穂高北穂高２６０６-１

■環境保全関係の責任者及び担当者連絡先（電話番号等）

　　代表　 代表取締役社長 二木正之

　　統括者　 伊藤宏子

　　環境管理責任者　 総務部長 松峰悦彦

■事業活動の内容

　　アルミニウム製品の表面処理（染色アルマイト、硬質アルマイト）

　　　　及び鉄製品等への無電解ニッケルメッキ処理

■事業の規模

　　資本金   ５００万円

　　売上高  １．５５億円（令和 ４年10月1日～令和５4年09月30日）

　　従業員数 26 名

　　床面積 本社工場 335 ㎡

第二工場 343 ㎡

■事業年度 １０月１日～　９月３０日

■連絡先 TEL 0263-82-2299

Fax 0263-82-4268

mail info@futaki.co.jp

Homepage http://futaki.co.jp/index.php

■ エコアクション２１認証登録番号
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　私たちは豊かな安曇野の自然環境の保全に努め、温室効果ガスの削減、

循環型社会の構築、地域環境の保全に取り組みます。

　　当社は自然豊かな安曇野の地において操業以来半世紀を地域の皆様と

　共に歩んで参りました。今後も基本理念に基づき自然環境の保全に努め、

 持続可能な社会の構築 に取り組みます。

１．事業活動に関わる環境に与えている影響を常に促え、環境汚染の

　　防止に取り組み、環境経営の継続的改善を図る。

２．環境法規制を遵守し、環境汚染の予防に努めます。

３．二酸化炭素の排出量の削減（電気・燃料使用量の削減）。

４．節水に努め、排水量（水の使用量）を削減します。

５．化学物質使用の効率化を進め、安全で安心な活用を図ります。

６．廃棄物の削減・リサイクル化を推進します。

７．グリーン調達を積極的に推進する

８．地域活動・社会貢献活動に参加し、環境保全活動を推進します。

　環境経営方針達成のため、全従業員挙げて環境経営システムを推進する。

第 ３版：平成３０年 ４月　２日

制定日：平成２６年１２月１５日

代表取締役 二木正之

基本理念

方　針

環　境　経　営　方　針
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　３ 実施体制組織図
５版 ： 令和５年４月 1日

作成 ：平成２９年０７月１８日

《全組織　26名》

・環境経営システムに関するすべての責任と運用についての権限を持つ

・環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する

・統括者及び管理責任者を任命、活動を指示する

・環境経営方針の策定/見直し及び従業員に周知させる

・活動全体の評価と見直しを行い、次期活動を指示する

・環境経営システムの運営に関する事務的処理

・環境負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告する

・関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックし、環境管理責任者へ報告する

・運用手順を確立させ、実施結果を集計して環境管理責任者へ報告する

・文書及び記録の管理と保管

・外部コミュニケーション窓口及び内部コミュニケーション運営管理

・従業員及び関係者への教育訓練計画の作成と実行

・特定された緊急事態に対するテスト・訓練の計画と実行

・環境経営システムを構築・実行、及び運営管理

・法令/条例及び業界等の確認及び遵守状況をチェックする

・環境経営方針に基づき環境経営目標を設定し、活動計画を承認する

・活動の取組状況を監視/確認し、環境経営目標の達成状況を評価

・問題点の是正、予防処置に対する指示と改善及び見直し

・活動の取り組み及び結果及び課題を代表者へ報告

・責任部門範囲内の環境経営目標及び活動計画の作成・実行と達成状況の報告

・責任部門範囲内の問題点の発見、是正及び予防処置を実行と報告

・環境経営方針/経営目標に沿った活動計画の実行及び異常時の報告

・環境保全に関連する業務改善の提案

　※全従業員は、当社に構築された環境経営システムを理解し、策定された環境経営方針の元

目標の達成に向けて、環境活動計画に基づき、一致協力して環境への取組を行う。
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管理責任者

総務部長 松峰悦彦

代表取締役社長

二木正之

統括者

伊藤　宏子

本社工場 第二工場

山崎　孝之 須坂　普

事務所（総務・経理）

塚田　貴子

役割・責任及び権限一覧

担　　当 権　限　及　び　実　行　内　容

従業員

代表取締役

統括者

管理責任者

各部門長
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当社の環境方針に沿って、地球環境への影響評価の結果に基づき、以下の第三期目標を設定

して活動を推進しています。

※1　エコクリップ活動による集計期間（２５年度～平成２７年度）の平均値を基準とする

※2　CO2排出量産出基準

　（使用化石燃料）×排出係数＋購入電力×ＣＯ２排出係数（0.497kg-CO2/kWh)次回から0.485
※3　駐車場周辺の草刈り、ボランティア活動はの参加回数、等
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４．環境経営目標と実績の推移
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５．活動の結果と評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評価

◎

・昼休み、不要エリア等のこまめな消灯

・パソコン、他の待機電力の削減

・省エネタイプの蛍光灯への切り替え

・エコドライブの励行/運転記録簿設置 ◎

・納品時の配送ルートの最適化 〇

・低燃費車優先使用 〇

・エコドライブ１０の励行

・両面、裏紙使用でコピー枚数削減 〇

②包装用層間紙の有効利用と削減

・トレイ化（通い箱）化 △

・節水ラベル貼付

・節水弁の設置 △

・化学物質の安全(適正)管理 ◎

・使用量の見直しと削減 ◎

・顧客要求への対応 〇

①品質改善活動 ◎

　・ハンディPH計の導入

　・標準化/手順書の見直しと整備

②排水品質の管理と安定化 ◎

　・PH計による常時モニタリング

・地域清掃活動への参加 〇

・工場の美化活動清掃活動への参加
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二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

処理工程での省エネ
①処理槽の夜間保温(特に冬
季）
②薬品の廃蒸気利用による予
備加熱(冬季）テスト
③屋根に断熱塗装

裏紙使用の徹底

通い箱使用の模索、簡易包装
を進める。

②車両燃料の削減
運航記録にアルコールチェッ
クを加え安全な運航に努め
る。新し車に一台入れ替え
た。エコドライブ１０の標語張
り出し、全社でエコドライブ意
識を高めている。

引き続きエコドライブを進める。

廃
棄
物
の
削
減

①事業系一般廃棄物
再利用は進んでいる。

地域の清掃活動、緑化活動
に参加。社内美化、以前より
きれいになっているが、まだ
まだ。

地域活動に協力し、環境美化
を進める。

各部署にハンディPH計を導
入に現場での薬品管理を簡
単にした。作業手順書の修正
を迅速に行っている。

簡易包装は進んでいるが、ト
レイ化は相手先の許可のいる
事で、なかなか進まなかっ
た。引き続き簡易包装化を進
めて行く。

そ
の
他

製
品
・
サ
ー

ビ
ス

節
水

節水ラベルで表示し、さらなる
意識改革を進める。

化
学
物
質

PH調整は自動で行われる
が、室内に監視メーターを増
設したことにより振れ幅が抑
えられている。

エアー利用を抑える、各エアー
機器に調整弁利用を検討して
いく。

いっそうの化学物質削減と環境
配慮を進める。

節水は進んでいるがラベルの
貼り付けは行っていない。

化学物質かなり削減されてき
た。

活 動 計 画 今期取組の結果 R5年度の取組み

①電力削減

節電の癖がついてきた。待機
電力の削減は作業上適当で
ない物が多く進まない。蛍光
灯全て交換。



環境経営レポート

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価

　　　　当社の企業活動に伴い適用される環境関連法規等は、下記一覧の通りです

遵守確認

・一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・運搬・処分の委託 ○

・管理票（マニフェスト)の運用/報告 ○

水質汚濁防止法 ・定期水質検査と記録の保存 ○

毒劇物法 ・漏洩/盗難の防止処置（鍵を掛けて保管） ○

・特価物責任者の任命と資格取得 ○

・劇毒物管理責任者の任命と資格取得 ○

・防油堤の設置、管理 ○

・簡易点検、フロン使用機器廃棄時の回収　（破壊確認） 対象無

家電リサイクル法 ・事業所内での家電製品の廃棄　（対象品発生時に適正処理） 対象無

自動車リサイクル法 ・社用車等、廃車時の届出（対象品発生時に適正処理） ○

　　違反、訴訟の有無

　　　　管理責任者が中心となり法規制等の順守状況についてチェックを行い、現在及び

　　　過去3年間問題がないことを確認しました。関連機関・地域住民からの苦情はありません。

　　　資格取得者の研修と増員、社内教育の実施などで、より信頼性の向上に努めます。

７．代表者による全体の評価及び見直しと指示

　  エコアクション２１の有効活用で、水の節約・電気の節約・蒸気の節約・燃料の節約　等、

社内の見える化が進んできました。

　今期は省エネになる細かな部分に手を加え,、蒸気の活用で電力を約１０%削減ができました。

　　次年度は、屋根の断熱塗装を考えています。また、ボイラーの熱が逃げる部分まだまだ

有りそうな感じです。改善テーマの抽出で環境負荷の低減と効率化を進めます。
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法規制等の名称 該 当 す る 要 求 事 項

フロン排出抑制法

平成34年5月28日※ 順守確認日

廃棄物処理法

化学物質の管理



１．CO2排出量と内訳

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R４年度 R５年度 R６3年度

 売上高(千円) 126,565 150,990 168,873 141,744 119,102 138,054 149,812 154,978

CO2排出量　(kg) 238,007 215,940 204,902 197,892 224,078 202,501 206,052 197,451

原単位 （kg/円) 1,887 1,566 1,213 1,396 1,722 1,467 1,375 1,274 排出係数

電力(kwh) 82,417 77,389 71,469 71,469 63,693 72,142 67,508 63,855 0.497

ガソリン(ℓ) 15,760 15,307 10,086 17,316 18,694 19,276 20,074 8,344 2.321

軽油   (ℓ) 14,729 9,481 10,086 9,034 2,349 3,663 2,908 1,155 2.624

灯油　（ℓ) 126,277 113,762 113,261 100,073 139,343 115,562 115,562 44,192 2.492

削減率　（%) 100.0% 83.0% 64.3% 74.0% 91.2% 77.7% 72.9% 67.5%

２．化学物質の削減

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R４年度 R５年度 R６3年度

 売上高(千円) 126,565 138,869 168,873 141,744 119,102 138,054 149,812 154,978

使用量合計 (kg） 16,419 12,726 12,966 14,839 12,155 11,375 9,329 9,077

原単位 （㎏/M円) 129.7 91.6 76.8 104.7 102.1 82.4 62.3 58.6

硫酸98％　　　（kg） 3,567 1,600 2,200 3,800 2,600 2,000 1,100 1,200

硝酸67.5％　　(kg） 2,573 3,900 2,920 3,220 2,440 2,620 2,240 2,920

塩酸35％　　　(kg） 553 580 500 600 540 760 580 580

苛性ソーダ　　(kg） 4,042 2,375 3,375 3,875 3,625 2,500 1,750 1,250

Ｔｏｐ　　　　　　(kg） 2,913 2,800 3,000 2,345 2,140 2,860 3,160 2,390

ｱﾙｻﾃﾝPRE　　(kg） 192 324 180 234 254 180 0 108

ｷﾞﾙﾃﾞｵﾝ　　　　(kg） 347 320 120 80 80 140 162 100

フッ化ｱﾝﾓﾝ　　(kg） 29 9 2 4 4 0 0 3

リン酸89％　　(kg） 1,575 420 315 210 140 0 0 0

カナライト  　　 (kg） 165 90 90 75 60 90 75 90

シーラー  　   (kg) 437 290 240 370 250 210 240 420

Black  　　　  (kg） 26 18 24 26 22 15 20 16

削減率　（%) 100% 8% 23% -5% -2% 18% 38%
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エコアクション21　活動の推移

第三期の活動
基準値

第二期の活動
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　【活動事例】

１．エコドライブ１０ 2．フィルターのコンパクト化

《投げ込み込み式使用でロスの軽減》

《社員向けに表示》

3.処理液の温度調整に蒸気の活用して電力削減

4.工場周辺の清掃、生け垣の整備 《年２回の草刈り/清掃作業を実施》
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